
2000年 出上の木簡
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島
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目
所
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屋
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り
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査
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月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
倉
徹
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
蔵
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
に
挟
ま
れ
た
中
之
島
に
位
置
す
る
。
江
戸
時

代
以
降
、
周
辺
に
は
諸
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
調
査
地
は
鳥
取
藩
の

蔵
屋
敷
跡
に
あ
た
り
、
西
隣
に

は
広
島
藩
、
東
隣
に
は
福
岡
藩

が
蔵
屋
敷
を
置
い
て
い
た
。

一
八
世
紀
の
も
の
と
さ
れ
る

詳
細
な
絵
図

「大
坂
御
屋
敷

図
」
（鳥
取
県
立
博
物
館
保
管
）

に
よ
れ
ば
、
屋
敷
地
の
北
側
に

は
船
入
、
西
辺
と
南
辺
に
は
長

屋
の
よ
う
に
つ
な
が
る
借
家

（町
屋
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
西
辺
の
借
家
側
敷
地
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
Ｃ
�
Ｏ

一
（西
二
Ｃ
下
Ｏ
こ

か
ら
出
土
し
た
。
現
在
整
理
中
で
あ
る
た
め
詳
し
い
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、

一
七
世
紀
中
頃
か
ら

一
人
世
紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

「
□
□
日
日

日
回
村
甚
□
」
　
　
　

　
　
　

　
　

牌∞授
］実
『
昌

木
簡
の
上
端
は
左
右
を
切
り
落
と
し
、
下
端
を
細
く
削

っ
て
い
る
。
墨
書
は

確
認
で
き
る
が
、
表
面
の
傷
み
が
ひ
ど
い
た
め
不
鮮
明
で
あ
る
。
図
面
は
赤
外

線
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
央
に

「村
」
の
字

が
あ
る
こ
と
か
ら
地
名
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
「甚
□
」
は
人
名
の
可

能
性
が
あ
る
。
荷
札
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（小
倉
徹
也
・
鳥
居
信
子
）
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